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第 1号議案

平成20年度事業報告書
平成20年4月 1日から平成21年3月31日まで

1 概  況

公益法人制度改革に基づいて既定の方針のとおり 当 会も公益認定を目指すことになり、「公益社団法人認定検討委貞会 (仮

称)Jを 設置して 公 益目的事業活動を積極的に展開して、認定に向け審議検討を続け法人会の存在意義を確立していかなけれ

ばなりません。

平成20年度において特峯すべき事業は、①地域社会との 「共生Jを 目指した事業として 馬 橋 小 金ブロック 「合向コンサー

トJ 明 第 2支 部 「経済講演会」や恒例化している各ブロック 「日帰リバス研修J等 には 会 員以外の参加者も多く好評でした。

また 松 戸 流 山、鎌ケ谷市で開催される市民まつり 新 松戸まつり 常 盤平さくらまつり 六 実桜まつり、小金宿まつり等に

「税金クイズJを 出題して 「税の啓発Jを 例年のとおり実施し 提 灯、うちわ等で当会のPRにも努めました。
「地域別研修会J〈9ブ ロック別)を 税務 税 法改正を中心に年間2回 開催する中 「cT欲 Jの 利用推進にも努めました。②社

会貢献活動の一環として 「落語税登教室」を管内の小学校 5校 を対象に実施し 大 変好評であることから開催希望校が多く継

続事業として実施する予定です。女性部会では ペ ットボトルキャッブ回収活動を展開し キ ャップ800個でワクチン1人分が

購入できることから松戸税務署をはじめ、事業所 家 庭と多くに協力を呼びかけて約10万個100人分以上のワクチンをJCV(世 界

の子供にワクチンを日本委員会)へ 寄付しました。

事業を充実させるため 税 務当局をはじめ 関 係友誼団体及び福利厚生制度協力企業と密接な連携を図りおおむね事業計画書

どおりその目的を果たすことができました。

2 組  織

各支岩【、各ブロックにおいては 公 益目的事業を多く展開して 留 保金を持たないよう活動している中 今 年度からは一定の

残預金にラインが引かれ そ れ以上の残預金を保有している支部については本部に返上することを実施し、本部において有意義

に使途することになりましたもまた 支 部組織全体が活動するため組織の見直しをする必要があり、活性ある支部組織を構築し

て 財 政基盤を揺るぎないものにするため 今 後も会員の退会防止に努めながら 魅 力ある事業を展開して積極的な会員増強運

動を実施していきたいと考えます。

今年度の会員増強結果については 昨 年同様一支部6社 を日標として展開したところ 147社獲得してなんとか最後の追い上

げで千葉県連においての達成率10130%と銅賞に輝くことができましたが ま すます厳しくなることが予想される会員増強運動

には 紅 純委員会を中心に本部役員、支部役員とともに多くの課題を克服して増強に結びつくよう努力していきたいと思います。

3 主 な事業

ll)平 成21年度の税制改正については 役 員からの意見要望をとりまとめ 箸 議検討した結果を県連を通じて要望し 全 法連の

総意として政策関連者等へ要望しました。

(2) 「社会貢献活動Jは 租税に重点をおき 管 内の小学校 5枝 を対象に 「落語家Jに よる税金教室を開催した中で 全 法連作成

の 「税ってなんだ?Jを 配布して 「納税意識の向上Jに も寄与しました。

松戸市教育委員会からの企業訪岡受け入れに協カレて総合学習の一助を担いました。
(3)新 設法人に対する税務読習会 6回 をはじめ 決 算期別税務講習会13回 税 務 経 理相談24回 年 末調整説明会 1回 譲 演会

10回 実 務者研修会13国 会 員増強研修全 5回  地 域,J研修会10回、「青法税会J合 同研修会 1回  新 規加入法人税務研修会

1回 を実施して 会 員の企業経営に有益な事業を開14しました。

“)青 年 女 性部会は、県達及び全法連の事業に呼応し 議 演会 研 修会 県 外法人会との交流等 部 会活動の充実発展と親ば

くを図りました。

女性部会は エ コキャップ回収運動に呼応し ペ ットボトルのキャップ回収運tlJを展開し 10万 個のキャップを回収して

100人分以上のワクテンを寄付しましたも

(51 「税を考える週間Jで は 松 戸青色申告会 千 葉県税理士会松戸支部との3会共催で松戸税務署 「署長証演Jを 開催し、一

般市民にも呼びかけて PRに 寄与しました。

(6)広 報活動においては 「健全な経営、正しい約税 社 会貢献Jを テーマに法人会会報を計画どおり6回 (No 195～200)発 行

しました。全会員には年4回 「ほうじん」を配布し有意義な情報を提供しました。看板関係においては 流 山市役所前に一基

四角塔を新設したほか、古くなった四角塔を修理して維持管理に努めました。

●)常 盤平さくらまつり 六 実桜まつり 鎌 ケ谷市民夏まつり 松 戸まつり、新松戸まつりや流山まつりに法人会として参加し

て納税意識の向上 地 域社会貢献に努めるとともに 「法人会Jの 知名度向上を図りました。

(8)「 所得税確定申告期Jに は 電 子申告 納 税システム (o Tax)での申告を呼びかけるとともに 「税のたよりJを 5千 枚配

布に協力しました。

(9)福 利厚生制度を推進するため 「福利厚生制度推進協議会J「法人会親睦ゴルフ大会Jを 開催して企業及び経営者の保全の意

義に努めました

“0 法 人会成人病健診については 26年 目を迎え例年どおり3会場13日間に渡って実施しました。

4 詳 細な事業活動報告

平成20年度の事業計画書に基づいて実施した詳細な実練は 別 記のとおりです。

- 2 -



年 月  日 会 議 の 内 容

20 5 22 第34回 通 常総会

記

1 議 会 議

( 1 ) 通常 総 会

“) 委  員  会

イ 総 務 委 員 会

1 5 ) 部  会

イ 青 年 部 会

二 組 織 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

7

9

11

3

7

1

19

12

第 1回  組 織委員会

第 2 回   ″

第 3 回   ″

第 4 回   ″

0 理   事   会

年 月  日 会 議 の 内 容

20

21

4

12

2

16

8

9

第 1回  理 事会

第 1日  常 任理事会

第 2回  理 事会

中) 正 目J 会 長 会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

4

6

8

10

12

2

11

9

4

14

8

9

第 1回 正  目Ⅲ会長会

第 2 回    ″

第 3 田    ″

第 4 回    ″

第 5 回    ″

第 6 田    ″

ホ 広 報 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

6

8

10

12

1

3

4

11

7

2

7

24

第 1回  広 報委員会

第 2 回   ″

第 3 回   ″

第 4 回   ″

第 5 回   ″

第 6 回   ″

へ 厚 生 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

20

21

6

3

12

23

第 1回 厚 生委員会

第 2 回   ″

年 月  日 会 議 の 内 容

21

6

9

12

3

26

4

4

26

第 1田  総 務委員会

第 2 回   ″

第 3 回   ″

第 4 回   ″

卜 実 務者研修委員会

年 月  日 会 議 の 内 容

20

21

9

3

24

19

第 1日 実 務者研修委員会

第 2 回    ″

口 税 制 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

5

10

11

11

3

第 1回  税 制委員会

続制改正要望陳情 (松 戸 )

″    (流  山 )

″    (鎌 ケ谷)

第 2回  税 制委員会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

4

5

7

9

12

3

14

24

26

4

2

15

3

第 1日 顧 問 正  副 部会長会

第28回 定 例総会

第 1 回 役 員 会

第 2 田   ″

第 3 回   ″

第4 回   ″

第 5 回   ″
ハ 研 修 委 員 会

年 月 日 会 議 の 内 容

21

7

7

9

11

3

8

25

1

4

11

第 1回 研 修委員会

第 1回 小 妻員会

第 2回  研 修委員会

第 3 回   ″

第4 回   〃

口 女 性 部 会

年 月  日 会 議 の 内 容

14

14

16

第 1 回 監 査 会

第 1 回 役 員 会

第33回 定 例総会
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年 月  日 会 議 の 内 容

21

5

8

12

2

19

8

4

10

第 1回 事 業委員会

第 2 回 役 員会

第 2回 事 業委員会

第 3 回 役 員会

ロ 〈
吾

ハ 実 務者研修部会

0 監

年 月  日 会 議 の 内 容

9

10

1 1

1 1

12

3

9

9

11

11

29

24

26

1

3

7

7

7

8

9

10

14

19

21

23

2 8

2 9

7

7

14

18

19

20

20

21

25

28

28

3

9

16

16

17

17

17

19

東部ブロック 「親睦ゴルフ大会J

明プロック 「親避ゴルフ大会J

流山第 2 北 部支部合同役員会

小登原支部役員会

中央第 1支部役員会

流山第 1支 部役員会

中央第2支 部役員会

古ヶ崎支部役員会

明第 2支 部役員会

鎌 南初宮支部役員会

八ヶ崎支部役員会

馬橋 小 金ブロック支部長会

流山東部支部役員会

小金原支部役員会

松飛台支部役員会

小金東支部役員会

西馬橋支部役員会

河原塚支部役員会

新松戸支部役員会

流山ブロック支部長会

高塚支部役員会

馬橋支部役員会

古ヶ崎支部役員会

常盤平ブロック役員会

明第 2支 部 「親睦ゴルフ大会J

鎌 道 野辺支部役員会

小金東支部役員会

西馬橋支部役員会

中央第 1支部役員会

鎌ケ谷ブロック 「役員親睦ゴルフコンペJ

東部ブロック役員会

流山第 2 北 部支部役員会

鎌 高 初宮支部役員会

中央第 3支 部役員会

新松戸支部役員会

高塚支部役員会

西馬橋支部役員会

古ヶ崎支部役員会

明第 2支 部役員会

41R 北部支部役員会

流山ブロック支部長会

年 月  日 会 議 の 内 容

20 5 13 第2 4 口 定 例 部 会

年 月  日 会 議 の 内 容

20 4 18 監  事   会

(7)関 係民間団体長会

年 月  日 会 議 の 内 容

20

21

4

6

9

11

1

25

12

10

4

23

第 1回  関 係民間団体長会

第 2 回    ″

第 3 回    ″

第 4 回     ″

第 5 回    ″

0 支 部関係会議等

年 月  日 会 議 の 内 容

4

7

8

4

9

18

28

20

27

3

5

6

11

16

19

24

25

26

4

1

2 2

2 5

流山ブロック支部長会

中央第 3支 部役員会

鎌ケ谷ブロック支部長会

常盤平ブロック支部長会

明第 2支 部役員会

常盤平ブロック支部役員総会

常盟平ブロック 「バス研修J

河原塚支部役員会

流山プロック支部総会

明ブロック支部役員給会

五香六実ブロック役員総会

中央ブロック支部役員裕会

鎌ケ谷ブロック総代会

東部ブロック支部役員絡会

小金プロック支部役員総会

明ブロック支部長会

古ヶ崎 栄 口]支部合同役員会

流山ブロック支部長会

小金ブロック支部長会
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年 月  日 会 議 の 内 容

20

21

12

2

1

3

22

24

13

18

29

4

10

12

13

13

13

25

27

8

10

13

13

14

17

17

17

19

26

27

28

30

31

明プロック 「バス研修」

五香支部役員会

中央ブロック 「バス研修J

流山ブロック 「バス研修J

五香 六 実 松 飛台支部役員新年会

馬橋 小 金ブロック役員会

中央第 2支 部役員会

八柱支部役員会

流山第2 北 部支部役員会

蘇 道 野辺支部役員会

高塚支部役員会

馬橋支部役員会

明第2支 部役員会

馬橋 小 金プロック

「オーケストラ&落 語を楽しむ集いJ

上本郷支部役員会

流山東部支部役員会

簾ケ谷ブロック支部長会

流山第 2 北 部支部合同役員会

明第 2支 部 「経済講演会J

中央第 3支 部役員会

流山ブロック支部長会

馬橋支部役員会

河原塚支部役員会

栄町支部役員会

明第 2支 部役員会

流山高部支部役員会

流山第 2 北 部支部合同役員会

年 月  日 会 議 の 内 容

21

5

7

8

6

6

11

12

1

2

3

9

23

4

4

5

27

3

12

20

21

22

10

16

17

5

3

5

19

27

13

211

24

25

13

17

19

24

青連協 第 1回 正  副 会長会議

第29回 通 常総会 役 員大会

青連協 第 1回 理 事会

女連協 第 1回 理 事 会

第 1回 税 制委員会

第 1回 事 務局長会議

青連協 第 2回  正  副 会長会議

第 1回 研 修委員会

第 2回  事 務局長会議

第 1回 厚 生委員会

第 1回 組 織委員会

第 2回  理 事会及び東京国税局と連絡協議会

青連協 第 2日  常 任理事会

第 2回 税 制委員会

第 3回  事 務局長会議

第 2回  組 織委員会

女連協 第 2日  常 任理事会

第4回  事 務局長会議

第 3 回 理事会

第 1回 広 報委員会

第2回  研 修委員会

第2回  総 務委員会

第3回  組 織委員会

第 5回 事 務局長会議

第2田  厚 生委員会 福 利厚生制度連絡協議会

第 3回 税 制委員会

第4 回 理事 会

0 そ の他の会議

年 月  日 会 議 の 内 容

21 2 17 県北会長 事 務局長会議

2 式  奥

年 月  日 式 H I の種 類

20

21

S

11

1

22

13

22

第34回 通 常総会

納税表彰式

平成21年賀詞交軟会 会 員増強表彰式

l101 県連関連会議

年 月 日 会 議 の 内 容

20 4

5

21

21

24

9

第 1回 総 務委員会

青連協 第 1日 常 任理事会

女連協 第 1日 常 任理事会

第 1 回 理事 会

3 事  業

的 新 設法人の税務講習会

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

20 5

7

9

19

23

25

新設法人の税務講習会 20

21

1 1

1

3

21

22

26

新設法人の税務講習会
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(2)決 算期別法人の税務講習会

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

20 4

5

6

7

8

9

10

18

19

9

28

25

25

2 3

決算期別法人の税務語習全 20

21

11

12

1

2

3

21

10

22

24

26

27

よ算期別法人り税務議習合

1 6 ) 講  演  会

年 月  日 行 事  名 講 演 内 容

4 24

青年部会

第28回定例総会
「総会記念識演会J

演題 i「租税負担に関する

世論調査J

講師 :松戸税務署法人課税

第 1部 門暮理上席

木村 不『久 氏

5

13

実務者研修部会

第24回定例部会
「部会記念講演会」 「国税庁レポート2007J

松戸税務署副署長

糸賀 定 雄 氏

題

師

演

譲

16

女性部会

第33回定例総会
「総会記念識演会J

5

松戸法人会

第34回通常総会
「総会記念講演会」

演題 !激突政局 !
「福田政権VS小沢民主党J

講師 1政治ジャーナリスト

末延 吉 正 氏

9
育年部会
「9月例会 議演会J

演題 ,「これからの地域はどこ

に向かい わ れわれは何

をなさねばならないか」

謹師 , さいとう 健 氏

10

青年部会
「講演会J

「税の手続きガイ ド」

松戸税務署法人課税

第 1部 門著理上席

木村 示日久 氏

題

師

演

講

青法税会共催
「署長講演会」

演磨 :「信州と税(私の履歴書)J

講師 :松戸税務署長

林 三 樹雄 氏

1 1 17
青年部会 女性部会
「合同講演会J

演題 i「不肖 宮鳴 死んでも

カメラをはなしません」

講師 :報道カメラマン ジ ャ
ーナリスト

宮鳴 茂 樹 氏

21 1

22
松戸法人会
「賀詞講演会J

「環境の世紀J

俳優、作家

中村 敷 夫 氏

題

師

演

講

30
青年部会

「賀詞議演会」

演題 ,「2009税制改正要細及び

海外における最近の税制

改正等J

講師 :秋葉会計事務所

秋葉  武 氏

(3)税 務 経 理相訣

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

20 4

5

6

7

8

9

4

18

9

23

6

20

4

18

8

22

5

19

税務経理相談

21

1 1

12

1

2

3

3

17

7

21

5

19

9

23

6

20

6

13

税務経理相談

14)年 末調整説明会

年 月  日 事 業 の 内 容

1 1 6 実務者研修委員会年末前整説明会

0 「 税を考える週間」行事等

年 月  日 行事名 主 な内容

4

7

８

　

９

　

　

　

　

１０

1 1

５

６

１９

抑

２３

６

７

４

５

１

常盤平さくらまつりで「税金クイズJ出 題

六実さくらまつりで「枕金クイズJ出 題

新松戸まつりで「税金クイズ」山磨

新松戸まつりで「税を考える週間J PR

鎌ケ谷市民夏まつりで「税金クイズJ出 題

小金信まつりで「税を考える週間J PR

松戸まつりで「税を考える週間」PR 嗽 金クイカ 出題

流山市民まつりで「税を考える週間J PR 嚇 金クイズJ出題

●)研 修会関係

年 月 日 研 修  名 事 業 の 内 容

5 14

15

法人税申告書

作 成 講 座

第1日はか協申告富‖成誘明会J

第2口略人税申告書怖1寓明套J

講師 :松戸税務署法人課税

第 1部 F5害理官

手鳴 浩 明 氏
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年 月  日 研 修  名 事 業 の 内 容

20

冴

６

‐‐

１６

増

２４

あ

２６

「支部役員研修会J

常盤平ブロック

流山ブロック

明ブロック

五香六実ブロック

中央ブロック

鎌ケ谷プロック

東部ブロック

小金ブロック

演題 :「平成20年度税制改正

についてJ

講師 :松戸税務署法人課税

第 1部 門審理上席

木村 和久 氏

9 ５

‐‐

‐８

‐９

跡

２９

「会員増強研修会J

流山ブロック

中央 明ブロック

鎌ケ谷ブロック

常盤平五番六実ブBック

馬橋 ガヽ金ブロック

東部ブロック

題

師

演

爺

「事例にみる法人税J

松戸税務署法人課税

第 1部 門密理上席

木村 和 久 氏

10

法人税申告書

作 成 講 座

第1回は珊申=帥

第2回嗽)撤申告軸

講師 :松戸税務署法人課税

第 1部門害理官

藤原 正 和 氏

10

「合同研修会J

腎法税会共催

演題 :「新 事業継承制度の

ポイントJ

講師 i平"1会計バー トナーズ

税理士 中 島 孝 ―氏

「個別相談会J

１０

１‐

１

　

２

２０

２７

‐６

外

３

「落語 組税教室J

初富小学校(錬ケ谷)

梨香台小学校(松戸)

小金小学校(松戸)

八木北小引交(流山)

新川小学校(流山)

講師 :噺 家

山遊亭 金 太郎 師匠

「地域別研修会」

東部 常盤平

五書六実ブロック

中央 明ブロック

鎌ケ谷プロック

馬橋 イヽ金ブロック

流山ブロック

演題 ,「税常」改正についてJ
―知って得する改正点のホイントー

講師 :松戸税務署法人課税

第 1部 門著理上席

木村 和 久 氏

演題 ,「相続税の基礎知識J

講師 :富塚 昇 税理士事務所

所長

官塚 昇 氏

3
新 規 加 入

法人研修会

松戸税務署法人課税

第 1部円客理官

藤原 正 和 氏

松戸税務署法人課税

第 2部 門統括官

大案 久 光 氏

中)広  報  関  係

年 月  日 名 称

4

3

S

31

1 ①新設法人の入会案内

②松戸法人会会員の章

③新会員の紹介

③松戸法大会会員シール

⑤ホームベージによる情報提供

⑥野立看板

21

5

7

9

11

1

3

1

15

1

1

1

1

会報第 195号 刊行

会報第 196号 刊行

会報第 197号 干」行

会報第 198号 刊行

会報第 199号 刊行

会報第 200号 子1行

7

8

8

8

9

19

11

23

23

13

4

松戸駅西ロデッキ上提灯協賛

松戸宿坂川献灯まつり

坂川清流灯篭まつり

サマーナイトウォーク協賛

YOSAKOIか まがや2008後援

YOSAK01松 戸後援

松戸駅クリスマスファンタジー広告協賛

l101 実務者研修委員会関係

年 月  日 事 業 の 内 容

20

4 17

講師 :松戸税務署法人課税第 2部 門審理官

杉本真由美氏

「新任者研修J

「基礎コースJ

第1回 給与所得① 退職所得

第2回 給与所得② 報酬料金

5 15

26

9 5

19

講師 :松戸税務署法人探税第 2部 門害理官

井手平龍也 氏

「消費税 基 礎コースJ

第 1回  消 費税の概要

第 2回  消 費統の課否判定と申告書作成

「年末調整実務コースJ(新 任者)

第 1回  年 末調整事務

第 2回  年 末調整事務

「年末調整事務説明会J11 6
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年 月  日 事 業 の 内 容

211

21

12

1

2

3

‐１
　
　

　

‐６

　
湾

　

６

　
　

　

６

講師 モ松戸税務署法人課税第 1部門薯理官

藤原 正 和氏

講師 :松戸税務署法人課税第 2部 門客理官

井手平能也 氏

譲師 :松戸市役所市民税課

講師 :社会保険労務士

櫻井 好 実氏

実務者研修会  「 応用コースJ

第 1回 地 方税 (住民税)

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

再年末調整と給与所得者の確定申告

oT狙研修

社会保険 年金給付 雇用保険と労災

法人税申告書作成術①

〈平成19年税制改正の復習)

法人税申告書作成術② (基本編)

年 月  日 事 業 の 内 容

20

通年

5

6

1 1

12

16

4

4

18

6

17

5

11

女性部会 第 33回 定 例総会

県法連 青 年 女 性連協理事会及び合同譲演会

県法連 女 連続 創 立2o周年記念祝賀会

女性部会  「バス研修旅行J

県法連 女 連協 「視察研修J

青年部会 女 性部会  「合同議演会J

県法達 女 連協 第 2回  常 任理事会

女性部会 忘 年懇親会&チ ャリティー

女性=F会 「ベットボトル エコキャップロ収活動」

6 ) 成人 病 健 診

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

21

9

2

10

11

12

19

23

24

25

成人病健診 21 2

3

26

27

2

3

12

13

成人病健診

年 月  日 事 業 の 内 容

21

4

S

6

7

9

10

11

12

1

2

21

24

24

9

10

4

3

18

12

16

17

24

29

17

21

15

30

5

21

県法連 青 連協第 1回 常 に理事会

背年者F会  「親睦ゴルフ大会」

青年部会 第 23回 定 例総会

県法連 青 連協 第 1回  正  副 会長会

議年部会 錬 ケ谷ブロック懇親会

県法連 青 年 女 性達協理事会及び合同講演会

県法連 青 連協 第 2田  正  副 会長会

青年音『会  「納涼懇親会J

青年部会 9月 例会 「講演会J

県法連 青 達協 第 2回  ■ 任理事会

県法連 青 達協 「親睦ゴルフ大会J

青年部会  「講演会J

前年部会 松 戸地区役員会

青年部会 女 性部会  「合同譲演会J

全法連 第 22回 全 国青年の集い 部会長サミット

青年部会 役 員懇親会

青年部会 賀 詞交歓会及び講演会

県法連 青 連続 倉」立20周年記念講演会 祝賀会

青年部会  「海外研修旅行J

l10 部会議習会等

イ 青 年 部 会

0 社 会 貢 献 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

21

通年

10

11

1

2

1

20

27

16

21

3

松戸法人会 「落話祖税教室J(鎌 ケ容)

松戸法大会 「落語租税教室J(松 戸)

松戸法人会 「落語祖税教室J(松 戸)

松戸法人会 「落語租統教室J(流 山)

松戸法人会 「落語和税教室」〈流山)

「税ってなんだ?Jマ ンガ本配布

女性部会 「ベットボトル エヨキャップ回収活動J

口 女 性 部 会

年 月  日 事 業 の 内 容

20 4 10

2 5

全法連 法 人会全国女性フォーラム東京大会

県法達 女 遵協 第 1日 常 任理事会

d O そ の 他 の 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

21

4

7

8

9

11

1

2

16

10

14

7

28

16

18

11

7

22

12

福利厚生大型保障制度推進説明会

厚生委員会 「下見ゴルフJ

福利厚生制度 「松戸法人会親睦ゴルフコンベJ

松戸税務署職員との 「意見交換会J

福刑厚生制度推進連絡協議会

厚生委員会 「親進ゴルフヨンペ」

松戸税務署 「租税教室J

松戸法人会 「バス研修旅行J

年  賀

会員増強功労者表彩及び賀詞交歓会

広報委員会 「親睦ゴルフコンペJ
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年 月  日 事 業 の 内 容

21

5

6

7

9

1

2

23

6

10

24

27

22

8

6

6

9

16

22

5

松戸青色申告会平成20年度通常総会

千葉県税理士会松戸支部第52回定期裕会

松戸間税会第40回通常総会

松戸 流 山 鎌 ヶ容紅税教育推進協議会

第35回松戸まつり第 1回実行委員会

第35回松戸まつり第 2回実行委員会

第35日松戸まつり第 3回実行委員会

松戸高工会議所 「新春のつどいJ

鎌ケ谷高工会 「賀詞交歓会」

千葉県税理士会松戸支部 「賀詞交歓会J

松戸育色申告会 「賀詞交歓会J

鎌ケ谷南二会新春親睦ゴルフ大会

第16回鎌ケ谷市社会福祉大会

141 関係団体参加事業

d, 県 連関連参加事業

dO 全 法連関連参加事業

年 月 日 事 業 の 内 容

5

6

9

10

11

1

2

3

28

4

4

13

8

17

22

6

27

5

5

17

第29日 通 常総会 役 員大会

青年 女 性連協合同講演会

女達協 創 立2o周年記念祝賀会

大型保障制度推進会議

第13田 チ ャリティーゴルフ大会

青連協  「親睦ゴルフ大会J

東京国税局管内法大会役破員合同研修会

女連協  「視察研修」

賀詞交歓会及び新春譲演会

青連協 創 立2o周年記念講演会 祝 賀会

第13回 税 制セミナー

福利厚生制度厚生委員長連絡協議会

年 月 日 事 業 の 内 容

21

4

10

11

1

2

10

2

2

21

26

15

18

全法連 法 人会全国女性フォーラム東京大会

第25回 法 人会全国大会

税制改正要望大会

第22回 全 国青年の集い 部 会長サミット

法人会活動セミナー

賀詞交歓会及び新春講演会

平成21年 税 制委員セミナー
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第 2号 議案

貸借対照表総括表
平成21年3月 31日現在 (単位 :円)

科 日
一 般 会 計 収益事業特別会計 合   計

I 資 産の部

1 流 動資産

現金

支部活動費戻入金

普通預金

定期預金

未収会費

支部活動費前払金

青年 女 性部会活動前払金

流動資産合計

138580

535377

7228568

9200000

134400

2869873

1479033

21585831

827700

827)709

138580

535377

8056268

9200000

134400

2869873

1,479033

22,413531

2 固定資産

(1)基本財産

建物

建物付属設備

建物取付具備品

定期預金

開価償却引当資産

基本財産合計

(2)特定資産

社会貢献引当資産

周年行事引当資産

誠価償却引当資産

退職給付引当資産

事業所建設引当資産

支1【活動引当資産

特定資産合計

(3)そ の他の固定資産

件器備品

車両運搬具

電話加入権

借地権

その他の回定資産合計

画定資産合計

30906135

2045344

4502

15000000

21700000

69655981

1090000

3000000

3300000

19000000

6000000

2200000

25500,000

2436075

30000

173100

8500000

11 139175

106295)156

30,906135

2045)344

4502

15000000

21700000

69655981

1000000

3000000

3300000

10000000

6000000

2,200000

25500,000

2436075

30000

173100

8,500000

11)139175

106295 156

資産合計 127880987 327700 128708687

I 貞 債の部

1 流 動負債

預り金

源泉所得税

雇用保険

法人続等引当金

流動負偵合計

136623

96589

233212

327700

327700

136623

96589

827700

1060912

2 固 定負債

引当金

退職給付引当金

固定負債合計

10000000

10000000 0

10000000

19000000

負債合計 10233212 827700 11069912

Ⅱ 正 味財産の部

正味財産 117647775 0 117647775

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

69655981

25500000

負債及び正味財産合計 1287986S7
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科 目
一 般 会 計 収益事業特〕1会計 内部取引消去 合 罰 備 考

1 経 常増減の部

【経常収益】

(1)基 本財産運用益

基本財産利急収入 124413 1 2 4 4 1 3

(2)特 定資産運用益

特定資産利息収入 70010 70010

(3)受取会費
一般会資収入 35695825 35695825

青年 女 性部会合費収入 1434000 1434000

特別会費収入 2043000 2043000

計 39172825 39172825

(4)事 業収益

講習 研 修会費収入 3812000 3812000

支部事業収入 219483 219483

成人病健診受託収入 1589,690 1589690

事務委託収入 240,000 240000

計 4031483 1829690 5861 173

〈5)受 取補助金

全法連補助金収入 4494600 4494600

県連補助金収入 1,080000 1080000

計 5574600 5574600

(6)推 進資収益

全法連推進費収入 10071200 10071200

表彰費収入 100000 100000

計 10171200 10171200

(7)雑 収入

受取利息 61963 61963

雑収入 1485182 15230 1500412

計 1547145 15230 1562375

(3)繰 入金収入

繰入金収入 2375836 △ 2375836

【経常収益計】 52896312 12016,120 △ 2375836 62536596

【経常費用〕

(1)事業費 収益按分比率
一般会計

81%

特別会計

1 9 %

議習、研修会黄 6483936 6483936

誘演会 指 導費 1993500 1993500

社会貢献活動費 582390 582390

会場費 35656 8364 44020

広報費 1004459 235614 1240073

テキス ト等仕入費 493306 115 714 609020

会報発行費 5076690 5076690

会員増強推進章 526300 526390

組織強化黄 473762 111 129 584891

支部活動費 6328342 1484426 7812768

青年 女 性部会活動資 5151 126 1208289 6359415

ブロック事業活動費 567000 133000 700000

県連会費 650809 650300

調査研究費 856830 2011985 1057815

負担金 109096 109096

平成20年度正味財産増減計算書総活表
(平成20年 4月 1日 ～平成21年 3月 31日)

(単位 モ円)

- 1 1 -



科 目
一 般 会 計 収益事業特別会計 内部取引消去 計 備 考

捗外費 2754 646 3400

慶弔費 305168 71582 376750

表彰貴 305395 305395

委託費支出 431256 101 159 532415

計 31377766 3670908 35048674

(2)会 議費 収益技分比率
一般会計

81 %

特,J会計

19 %

T‐会費 930141 218181 1 148322

役員会費 448725 105256 553981

委員会 部 会賞 287859 67522 355381

計 1666725 390,959 2057604

(3)管 理費

給料手当 12896830 3025 182 15922012

退職給付費用 1000000 1000000

法定福利費 1759862 412807 2172669

福利厚生費 81492 19116 100608

旅費交通費 514067 120583 634650

通信運縦費 1 101835 258455 1360290

減価禎却費 2095799 2095799

■器備品費 9377 2199 11576

リース料 263825 61885 325710

消耗品費 200489 47028 247517

修繕費 26366 6184 32550

印刷製本費 1 135737 266407 1402144

燃料資 76433 17940 94423

光熱水道資 384690 90236 474926

地代 826,200 193800 1020000

会館維持管理費 538653 126351 665004

保険料 106766 25044 131810

祖税公課 225018 52732 277800

支払手数料 71997 16888 88885

新聞図書費 33381 7830 41211

計 23348867 4750717 28099584

(4)法 人税等引当支出

法人税等引当支出 827700 827700

(5)繰 入金支出

繰入金支出 2375836 △ 2375836

【経常費用計】 56393358 12016120 △ 2375836 66033642

【当期経常増減計】 △ 3497046 0 △ 3497046

2 経 常外411減の部

【経常外収益】

【経常外収益計】 9 0 0

〔経常外費用】

【経常外費用計〕 0 0 0

【当期経常外増減額】 0 0 0

【当期一般正味財産増減額】 △ 3497,046

〔一般正味財産期首残高】 121 144821

〔一般正味財産期末残高〕 117647775

正 正 味財虐期末残高 117647775
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第35回 講案書 注 記事項

重要な会計方針

Ⅲ)固 定資産の減価償却について

定額法による減価償却を実施している。

の 資 金の範囲について

資金の範囲には 現 笠預金のほか未収会費 未 収金、前払金、支部活動費前払金、

青年 女 性都会活動費前払金 預 り金 ネ 払金 前 受金および法人税等引当金を含めている。

退職結与引当金

職員の退職金の支出に備えるため 期 末における要支給額を計上している。

基本財産の増減及びその残高は、次のとおりである。

科  目 前期末残高 当削増加額 当期減少額 当部末残高

定 期 預 金 15000,000 15000000

建 物 32342189 1436054 30906135

建 物 付 属 設 備 2265592 220248 2045344

建物取付具備 品 6001 4502

減価損却引当預金 21700000 21700000

合計 (基本金) 71313782 1657801 69655981

4 次 期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

斉1 日 前期末残高 当剤末残高

現 金 511464 138580

支 者ほ活 動 資 戻 入 金 0 535,377

普 通 預 金 10122903 8056268

定 期 預 金 9200000 9200000

末 収 費 27600 134400

末 川文 金 0 9

前 払 金 0 0

支 部 活 動 賞 前 払 金 5223507 2869873

常年 女 性部会活動費前払金 2036114 1479033

流動資産合計 26661588 22413531

預 り 金 241208 233212

末 払 金 0 0

ユ削 受 金 0 0

法 人 税 隼 引 当 金 8573110 827700

流動負憤合計 1098508 1000912

次期繰越収支差額 25563080 21352619

5 固 定資産の取得価格、減価損却累計練及び当期末残高は、次のとおりである。

科  日 取得価格 械価値却果計額 当期末残高

建 物 59,l196900 20190765 30906135

建 物 付属 設備 3220000 1 174656 2045344

建物取付具備品 150000 145498 4502

十 器 備 品 8534271 6098196 2436075

車 両 連 撫 真 600000 570900

電 話 加 入 権 173100 0 173100

借  地  権 8500000 0 8500000
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本, 目 予 算  額 決 算  額 差 異
一 般 会 計

収 益 事 業
得 別 会 計 内18取'い肖去 備  考

I 事 業活動収支の部

1 事 業活動収入

(1)基 本財産運用収入

基本財産利息収入 128450 124413 4037 124413

(2)特 定貰産運用収入

特定資産利息収入 71050 70010 1040 70010

(3)会 費HR入
一般会資収入 36000000 35695825 304175 35695825

青年 女 性部会会費収入 1536000 1434000 102000 1434000

特〕!会資収入 2600000 2043000 557000 2043000

計 40136000 39 172825 963175 39172825

(4)事 業収入

議習 研 修会費収入 3500000 3812000 △ 312000 3812000

支部事業収入 150000 219483 △ 69483 219483

成人病健診受託収入 1700000 1589690 110310 1589690

事務委託収入 240000 240000 0 240000

計 5590000 5861 173 △ 271 173 4031483 1829690

〈5)補 助金収入

全法連補助金収入 4494600 4494600 0 4494600

県連補助金収入 1080000 1080000 0 1080000

計 5574600 5874600 0 5574600

(6)推 進費収入

全法連推進費収入 10071200 10071200 0 10071200

表彰費収入 100000 100000 0 100000

計 10171200 10171200 0 0 10171200

(7)雑 収入

受取利息 70000 61963 8037 61963

雑収入 1000000 1500412 △ 500412 1485182 15230

計 1070000 1562375 △ 492375 1547145 15230

(3)繰 入金収入

繰入金収入 0 0 0 2375836 △ 2375836

【事業活動収入計〕 62741300 62536596 204704 52896312 12016120 △ 2375836

2 事 業活動支出 収益抜分比率
一般会計

81 %

特別会計

19 %

(D事 業費

議習 研 修会費 6300000 6483936 △ 183936 6483936

議演会 指 導賞 2000000 1993500 6500 1993500

社会貢献活動費 1000000 582390 417610 582390

会場費 100000 44020 55980 35656 8364

広報薫 1500000 1240073 259927 1004459 235614

テキス ト等仕入費 800000 600020 190980 493306 115714

会報発行費 5500000 5076690 423310 5076690

会員増強推進費 700000 526300 173700 526300

組織強化費 900000 584891 315109 473762 111 129

支部活動費 8000000 7812768 187232 6328342 1484426

青年 女 性部会活動費 7500,000 6359415 1 140585 5151 126 11298289

プロック事業活Eh費 900000 700000 200000 5670011 133000

県連会東 650800 650800 0 6508011

調査研究費 1000000 1 057815 △ 57815 856830 200985

負担金 120000 100096 10904 109096

捗外費 50000 3400 46600 2754

慶再寅 400000 376750 23250 305168 71582

表彰費 1000000 305395 694605 305395

委託費支出 600000 532415 67585 431256 101 159

計 39020800 35048674 3972126 31377766 3670908

平成20年度収支計算書総括表
〈平成20年4月 1日～平成21年3月31日)

(単位 :円)
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科 目 予 算  額 決 算  額 差 具
一 般 会 計 幣航曇季 内部取引消去 備  考

(2)会議費 収益弦分'ヒ率
一般会計

81%

特,」会計

19%

総会費 1000000 1 148322 △ 148322 930141 218181

役員会費 400000 553981 △ 153981 448725 105256

委員会 部 会費 300000 355381 △ 55381 287859 67522

計 1700000 2057684 △ 357634 1666725 390959

(3)管 理資

給料手当 16000000 15922012 77988 12896830 3025182

法定福利費 2500000 2172669 327331 1759862 412307

福利厚生費 100000 100608 △ 898 81492 19116

旅費交通費 500000 634650 △ 134650 514067 120583

通信運搬費 1400000 1360290 39710 1 101335 258455

↑器備品費 650000 11576 638424 9377 2199

リース料 400000 325710 74290 263825 61885

消耗品費 200000 247517 △ 47517 200489 47028

修繕黄 300000 32550 267450 26366 6184

印刷製本費 1500000 1402144 97856 1 135737 266407

燃料費 100000 94423 5577 76483 17940

光熱水道費 500000 474926 25074 384690 90236

地代 1020000 1020000 0 826200 193800

会館維持管理費 700000 665004 34996 538653 126351

保険料 200000 131310 68190 106766 25044

租税公課 500000 277800 222200 225018 52782

支払手数料 100000 88885 1 1 115 71997 16888

新聞図書費 50000 41211 8789 33381 7830

計 26720000 25003785 1716215 20253068 4750717

(4)法 人税等引当支出

法人税等引当支出 ll 827700 △ 827700 827700

(5)線 入金支出

線入金支出 0 0 0 2375836 △ 2375836

【事業活動支出計】 67440800 62937843 4502957 53297559 12016120 △ 2375836

【事業活動収支差額〕 △ 4699500 △ 401247 △ 4298253 △ 401247 0

I 投 資活動収支の部

1 投 資活動収入

て投資活動収入計】 0 0 0 0

2 投 資活動支出

特定資産取得支出

周年行事引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

減価償却引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

退職給付引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

固定資産取得支出

十器備品購入支出 0 809214 △ 809214 809214

【投資活動支出計】 3000000 3809214 △ 809214 3809214

【投資活動収支差額】 △ 3000000 △ 3809214 809214 △ 3809214

コ 予 備費支由

予備費支出 1000000 0 1000000 0

当期収支差額 △ 8699500 △ 4210461 △ 4489039 △ 421o461 0

前期繰越収支差額 25563080 25563080 0 25563080 ll

次期燦越収支差額 16863580 21352619 △ 4489039 21352619 0
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目  録

平成21年 3月 31日現在
(単位 モ円)

目科 額金

I 資 虐の部

1流 動資産

現金    現 金手持有高

支部活動費戻入金

普通預金   千 葉銀行松戸支店

千葉興業銀行松戸支店
三井住友銀行松戸支店

三菱東京UFJ銀行松戸百口支店 (日 ,東京三菱銀行松戸支店)

三菱東京UFl銀行松戸支店 〈日!UFJ銀 行松戸支店)

みずじ銀行松戸支店

京葉銀行松戸支店

東京ベイ信用金庫松戸支店

東京東信金ときわ平支店

関東つくば銀行松戸支店

支旨【活動費前払金

青年 女 性部会活動費前払金

普通預金合計

定期預金  千 葉銀行松戸支店以下 6行

来収会費 (平成20年度会費末収分)

流動資産合計

2回 定資産

(1)基本財産

建物       松 戸市岩瀬108番地所在 延 床面積28382ポ

建物付属Flq備   冷 暖房設備

建物取付具 備 品  松 戸法人会館取付芳名板

定期預金等    千 葉銀行松戸支店以下 7行

減価償却引当資産  千 葉銀行松戸支店以下 10行

基本財産合計

(2)特 定資産

社会貢献引当資産 (みずほ銀行松戸支店)

周年行事引当資産 (千葉興業銀行松戸支店以下4行 )

減価償却引当資産 〈三菱東京UFl銀行松戸西日支店以下4行 )

退Hll給付引当資産 (千葉銀行松戸支店以下 5行 )

事業所建設引当資産 (千葉銀行松戸支店以下4行 )

支部活動引当資産
特定資産合計

(3)そ の他の回定資と

■器備品   更 衣ロッカー以下225点

車両運搬具

電話加入権  3本

借地権
その他の回定資産合計

固定資産合計

資産合計

138580

535377

3223117

425417

61526

475069

766164

338851

483346

918993

498667

865 118

2869873

1479033

12403174

9200000

134400

22413531

30906135

2045944

4502

15000000

21700000

69655981

1000000

3000000

3300000

10000000

6000000

2200000

25500000

2436075

30000

173100

8500000

11 139175

106295156

128708687

1 資 債の部

1 流 動負憤  預 り金  源 泉所得税

雇用保険

預り金合計

法人税等5当 金 (法人税 住 民税)

流動負償合計

2 固 定負憤  引 当登  退 職給付引当金

引当登合計

回定負憤合計

負慣合計

136623

96589

233212

827700

1060912

受0000000

10000000

10000000

11060912

I 正 味財産の部

ェ味財産 117647775
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皿 報  告

別記決算は監査の結果、正当であるものと認めます。

平成21年4月 20日
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法人会の基本的指針

法人会は

よき経営者をめざすものの団体として

会員の積極的な自己啓発を支援し

納税意識の向上と

企業経営および社会の

健全な発展に貢献します

第 3号議案

平成21年度事業計画書 (案)
〈平成21年4月 1日から平成22年3月31日まで)

キャッチフレーズ

めざします

企業の繁栄と社会への貢献

事業活動基本方針

1 組 織の強化

健全な納税者団体として、事業の公益性を高め財政基盤の充実のため会員増強運動を推進する等 組 織の拡大強化を

図る。

2 祖 税負担の合理化

適正 公 平な税制と組税負担の合理化を図るため 全 国法人会総連合を通じて国会及び政府並びに政党に対し強力な

要望を行い そ の実現を期する。

3 税 務行政への協力

税務当局との相互信頼を保持しつつ 税 務行政の円滑な運営に協力し、もって申告納税制度の発展に寄与する。

4 電 子申告 納 税システムの利用促進

租税負担の合理化を図り、自主申告体制を確立するため、電子申告 納 税システム (e Tax)の利用促進に努める。

5 企 業経営の健全化

経営の合理化、生産性の向上を図り 企 業の健全な発展を期するため経営 経 理、労務に関する研究指導を行うも

6 公 益事業の推進

公益社田法人認定を実現するため、公益性の高い事業を計画して事業費害」合50%を 超える事業展開を実施する。

重 点  施  策

1 税 務行政に関する協力

2 会 員の増強 組 織の強化

3 財 政基盤の強化

4 広 報活動の充実

5 研 修活動の充実

6 税 制改正要望の実現

7 地 域社会への貢献

8 公 益目的事業の実現

よき経営者の指針

① 経営者としての責務を果たすため自己研錬に努める

② 企業の健全な維持発展を図る

③ 従業員が安心して働けるよう職場環境を整える

④ 従業員教育と後継者育成に努める

⑤ 良質の製品、商品、サービスを通じて社会に寄与する

⑥ 適正な納税を通じて社会に寄与する

② 地域の一員として社会の発展に寄与する
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主な事業計画

●)組 織の強化

① 全法連 県 連に呼応し、会員増強運動を積極的に展開して加入率50%を回復するように努める。

② 支 部組織の活発化を図るため支部役員を増員し 会 員の声を「rk収しつつ、会員や地域に密着した活動を活発に推進
する。

③ 健 全で活発な事業を推進するため、組織の拡充と会費の自動振替を拡大することに努め、財政基盤を確立する。

④ 福 利厚生制度を推進し、企業および経営者の保全に努めることにより 会 員の増強と財政の確保を図る。

●)事 業活動の充実

① 研 修活動は会員の自己啓発を支援するための最重要事業であり、本部研修を柱とし プ ロック、支部 部 会研修を
一層効果的に実施する。

② 実 務者講習会については、段階別 「新任者J「基礎コースJ「応用コース」として 実 務者等のニーズに添った講習
会に努める。

① 税 制、税務関係の研修については 法 人会の根幹となる事業であることから 「改正税法説明会Jの 開催強化を図り
正しい税務知識の普及に努める。

④ 合 理的な税制を常に研究して、法人企業にとって適工有利な税制の確立を図るため 「税制改正要望Jを とりまとめ
単位会 県連、全法連が一体となり 建 設的な提言に努める。

① 各 市民まつりにおいて 「Itl金クイズJを 実施して 税 の啓発活動により法人会のPRと 知名度向上に努める。

⑥ 会員との連携を一層密にするため広報紙等を活用し、広報活動の充実に努める。

② 社 会貢献活動を充実させるため祖税教育推進協lle会と連携し、引き続き 「落語家Jに よる 「租税教室Jを 展開して
法人会の重要な活動として定着させる。

① 公 益目的事業を実現するため、他団体との協力協調を図るも

委 員 会 事 項

1 総 務 関 係

ll)通 常総会

物)正 副会長会

0 常 任理事会及び理事会

は)ブ ロック長会議及び支部長会議

に)顧 同会

に)総 務委員会

の rfI税教育推進協議会の推進

18)税 理士会等関係団体との協調促進

0 模 範会員の推薦

10 功 労者の表彰

t, 意 見交換会

の 賀 詞交歓会

0 会 賞自動振替制度の促進

dゆ 地 域社会貢献活動

2 税 制 関 係

(D 税 制 税 務に関する調査研究

の 国 会及び政府並びに政党に対する税制上の要望

0 税 務行政に対する要望意見の具申

像)税 制委員会

15)ホームページ上においての税情報の提供

0 上 記各項目は 県 連及び全法連の活動にも呼応し

て行う。

(7)金融機関との研修会

3 厚 生 関 係

“)法 人会の経営大型総合保障制度の推進

の 経 営者退職金制度及び個人年金制度の推進

ll)が ん保険制度の推進

14)経営保全プランの推進

0 厚 生委員会
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C)法 人会成人病健診の促進

竹)法 大会福利制度推進連絡協議会

(3)福秀J厚生制度推進親魅ゴルフ大会

(9)「 医療セミナー」

tO そ の他福利厚生に必要な事業

4 研 修 関 係

は)新 設法人に対する税務講習会

0 決 算期別法人の税務講習会

(3)税 務、経理の相談

は)法 人会新規加入法人研修会

0 法 人会加入2～ 3年法人研修会

“)「 青法税会」合同研修会

の e Taxの利用促準

18)研修委員会

0 地 域別研修会

10 会 員研修旅行

t, そ の他の研修事業

5 組 織 関 係

“)会 員増強運動の推進

像)法 大会活動の啓蒙普及

(0 本部、支部組織の強化及び支部の統合

に)支 部役員会及びプロック総代会の推進

(" 地 区総代の増員 (10社に1地区総代基準〉

(0 組織委員会

(7)会 員増強推進特月1委員会

18)青年 女 性部会員の育成

6 広 報 関 係

(D 「 松戸法人会会報」の刊行

修)「 野立看板」の設置及び維持管理

●)税 務、経理、経営に関する参考資料の目E布

(4)広 報委員会

い)各 古民まつり等で松戸法人会をPR

“)ホ ームページ等で松戸法人会をPR

(の 他 法大会広報委員会との交流及び調査研究

7 実 務者研修関係

(0 新 任者研修

(の 年 末調整実務研修

ф)「 基礎コースJ「応用コースJ研 修

“)実 務者研修委員会
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平成21年度行事実施計画 (案)年 成例年4月1日～平成2年3月ユ日)
上 期 下 期 回

数
等

備 考第 第 2 第 3 第  4

4 5 6 7 8 9 1 1 12 1 2 3

本

部

関

係

議

等

通 常 総 〈
〓 O 1 5月21日内 日 本閣 南 柏店

理 事 △
去 O 〇 O 3

常 に 理 事 会 ○ ○ 2

正 目J 会 長 会 O 〇 〇 〇 ○ ○ 6 悟数月の第2月 曜

総 務 委 員 会 〇 O 〇 O 4

税 制 委 員 会 O O 〇 O 4

厚 生 委 員 会 O ○ ○ O 4

研 修 委 員 会 O O O O 4 但し6月に於いて小研修委員会を実施予定

組 織 委 員 会 O O O O 4

広 報 委 員 会 O O O O O O 6

実 務 者 研 修 委 員 会 〇 O 2

福利厚生常J度推進連絡協議会 O 1

税理士会等関係団体との連絡協議会 O O O O O 5

納 税 表 彰 式 O 1

講
習
会
　
説
明
会
等

新 設 法 人 の税 務講 習 会 O O O O O O 6 奇数月開催

決算期別法人の税務講習会 O ③ O O O O O O O O O ◎ 13

講 演
本

O O 2

新規加入法人税務話習会 O 1

改 正 税 法 説 明 会 10 各地区ごと5会 場で開催

年 末 調 整 等 F 1 3 明会 O 1 実務者研修部会主催

会 員 増 強 研 修 会 〇 5 各地区ごと5会 場で開催

役 員 見 t ~ 研修 会 ○ 1 国税局省内県連主催

そ の 他 の 謡 演 会 脂 時

相該所 税 務  経 理 相 談 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 24 税の相談日毎月 2回 開設

広
報

法 大 会 会 報 〇 〇 O 〇 O O 6 第291号～第206号

野 立 看 板 等 設 置 随 時

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 O 〇 O O 4ヵ 月 9 10 11 12月 会員増強統一月間

支

部

関

係

会
議
等

総 〇 9 各ブロックごと開催 (支部別途計画)

役 員 〈
〓 O O O O 各支部 3回 以上開催 (支部別途計画)

会員増強推進特別委員会 O O O 41 各支部 1回 開催   (支 部別込計画)

習

等

説
会

地 区 別 税 務 懇 談 会 O 41 各支部 1日 開催   (支 部別途計画)

「税 を考 える週間J行 事 O 9 各ブロック1回開催 (ブロック別途計画)

青
年
部
会
関
係

会議等
定 例 総 ＾

〓 O 1 4月24日lt 松 戸法人会館

役 員 O O O O ○ 5

識
習
会
等

記 念 講 演 会 ○ 1

例 〈
〓 ○ O ○ 3 税務謡習会開FL l月 新年会

見 学 会  サ ー クル活 動 O 1 研修旅行

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ O O O 4ヵ 月

女
性
部
会
関
係

会議等
定 例 総 〈

斉 〇 1 5月19日l tl 日本閣 南 柏店

役 ］員 ○ O O ○ 4

書
等

女 性 敦 差 講 座 O 1 全法連主催行事に参加

「税 を考える週間J行 事 O 1 租統教室開催「税を考える週間」PR

見 学 会  サ ー クル活 E j O 〇 ○ ○ 4 研修旅行、工場見学 他 法人会との交流

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 O ○ 〇 〇 4ヵ 月

- 2 1 -



第 4号 議案

平成21年度収支予算書総括表 (案)
(平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日)

(単位 :円)

科 目 予 算  額 前年度予算額 増   減
一般 会 計 揺寄雲欝 備 考

I 事 業活動収支の部

1 事 業活動収入

(1)基 本財産運用収入

基本財産利息収入 91750 128450 △ 36700 91750 基本所産としての定期預金0受取利忠収入

(2)特 定資産逆用収入

特定資産利息収入 58250 71050 △ 12800 58250 特定資産としての定期預全の受取莉e収入

(3)会 資収入

一般会費収入 35000000 36000000 △ 1000000 35000000

青年 女 性部会会費収入 1488000 1536000 △ 48000 1488000 青年 女 性部会費収入

特別会費収入 2400000 2600000 △ 2oo ooo 2400000 青年 女 性部会特別徴収費収入

n t 38888000 40136000 △ 1248000 38888000

(4)事 業収入

議習 研 修会賞収入 4000000 3500000 500000 4000000
法人会懇談会 新 年賀詞交歓会賢
収入 各 綿研修会等の宝譜料収入

支部事業収入 500000 150000 350000 500000 支部研修会等の受講料収入

成人病健診受託収入 1600000 1700000 △ 100000 1600000 成人病健診の事務受託収入

事務委託収入 240000 240000 0 240000
松戸優良申告法人会 松 彰会事
務妻託収入

計 6340000 5590000 750000 4500000 1840000

(5)補助金収入

全法連補助金収入 4502600 4494600 8000 4502600 全法連からの補助金収入

県進補助金収入 3026789 1080000 1946789 3026789 県連からの補助金収入

計 7529389 5574600 1954789 7529389

(6)推 進資収入

全法連推進費収入 10227200 10071200 156000 10227200
収益事業について全送連から支
給ををける推IE曹収入

表彰費収入 100000 100000 0 100000 全法連から支結を受ける表彰費収入

計 10327200 10171200 156000 0 10327200

(7)雑 収入

受取利事 45000 70000 △ 25000 45000
退 用 財産 の普 通 尼 剰 損 金 の実
的子Ⅲ=」▽穴

雑収入 1000000 1000000 0 1000000 0 総会祝金等の前掲以外の雑収入

計 1045000 1070000 Zヽ25000 1045000 0

【事業活動収入計〕 64279589 62741300 1538289 52112389 12167200

2 事 業活動支出 収基核分比率■般会Ftt 81%廟」会計19%

(1)事 業費 事業管理賞比率 車窯資80% 管理費抑%

議習 研 修会費 4000000 63011000 △ 2300000 4000000
意見交換会 賀 詞交撤会 研 修
会等の開lt曽用

講演会 指 導費 2000000 2000000 0 2000000
認 省 蜜  語 lPA套 税 務  進 型 租

談の講師に対する謝IL金等

社会貢献活動費 2500,000 1000000 1500000 2500000 社会貢献活動の費用

会場費 100000 100000 0 81,000 19000 各種llS習会等の会場使用料

広報資 2100000 1500000 600000 1701000 399000 瞥貧拓発想どぁ営そ蜀緊語
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科 目 予 算  額 前年度予算額 増   減
一 般 会 計 爆箭塞静 備 考

テキス ト等仕入費 800000 800000 0 G48000 152000
講』会等のテキス ト任人費
「税のしるべ 1等 購入嘗

会報発行費 5200000 5500000 △ 300000 5200000
含報発行のためのHP刷費 袋話料
需XH■等

会員増強推進費 500000 700000 △ 200000 500000
地区裕代商動備品費 会 員増強
推進費用

組織強化費 650000 900000 △ 250000 5265011 1235110
会員増賀ntl修会 チ j含せ費用
全 員証等 組 織強化関係管用

支部活動費 5300000 8000000 △ 2700000 4293000 1007000
文部に対する退宮資。交付金年
の事普活圏補助命令

青年 女 松部会活動寅 7500000 7500000 0 6075000 1425000
青 年  ズ 任 部 去 に 対

交付金等の事業活動イ
費宮

含
運
金

る
助

ブロック事業活動資 900000 900000 0 729000 171000 プロックに対する運営費補助金台

県連会費 638560 650800 △ 12240 638560 県連会費負担金

調査研究費 1900000 1000000 0 810000 190000
倉后連 県 連セミチー 他 の法人会
活動研究セミナー等への参加誉用

負担金 120000 120000 0 129000
ム PE□ 14N章とのス に 事実 貿 怒
誌全 筆 の色 拍 杏

委託費支出 600000 600000 0 486000 114000 NSSmに対する会費引落委託手数料

給料手当 12800000 12800000 0 10368000 2432000 事務局職員給与 賞 与

法定福利費 2 0oo ooo 2000000 0 1620000 380000
宮
色

任
キ

RttF4 舛 働 保 峡料 の事 葉
ヨ箱

福利厚生費 80000 80000 0 64800 15200
暇 員 の レク リエー シ ョン等 の帰
存 輩 日 薦 弔峯 客 日

旅費交通費 560000 400000 160000 453600 106400
旅費親程に基つき更結する旅景
交通費 職 員の交通費

通信遷級費 1 120000 1 129000 0 907200 212809 電話料金 郵便料金 資料送付黄年

↑器備品費 560000 520000 40000 453600 106400 形
↑

有
額

封疋責産に計上されない小
島の購入書

リース料 240000 320000 △ 80000 194400 45600 ■器憶品のリース料

消耗品費 160000 160000 0 129600 30400 事務用品等日常的な消耗品の購入資

修絡貴 240000 240000 0 194400 45000 雷か磨簿革弔豊晶辞易普』
FP昴J製本費 1200000 1200000 0 972000 228 0oo

ミ内状  バ ンフレッ ト 資 料
i筒等の印品1輩

燃料費 80000 80000 0 64800 15200 車両等のガソリン代

光熱水道費 400000 4011000 0 324000 76000 電気 ガス 水道料金 冷暖房費

地代 316000 816000 9 660960 155040 松戸法人会館借地料

会常維持管理費 560000 560000 0 453600 106400 松戸法人会館讐備保悔費 清掃対等

保険料 160000 160000 0 129600 30400 松戸法大会館火災保険料等

租税公課 400000 400000 0 3241100 76000
携全岩鮎打患

定資匿税  目 勤軍

支払手数料 30000 80000 0 64800 15200
振込手数料 司 法言士への支払
手数料等

新罰図書費 40000 40000 0 32400 7600 贅嬰高
参考書 そ の他書搭の踏

計 55404560 58946800 △ 3542240 47719820 7684740

(2)管 理資

①会議

緒会費 1200000 1000000 200000 972000 228000 露甘盤聾暴十轟婦磐曇み香1
役員会貸 500000 400000 10000o 405000 95000 基早唱晶奮≧晶砦撃

事会 理事

委員会 部 会費 300000 300000 0 243000 57000 委員会 部 会役員会議費等

計 2000000 1700000 300000 1620000 38000o

②管理

渉外費 20 0oo 50000 △ 30000 16200 3800
友証団体寺 との渉外活動に望す
る費用

慶弔費 400000 400000 0 324000 76000 宵層施葛投素縁唇P費用(事務

表彰費 1000000 1000000 0 1000000 轄衰彰瑠留
表彩記念品代等の各

給料手当 3,200000 3200000 0 2592000 608000 事務局触員給与 賞 与

法定福利費 500000 5110000 0 405000 95000
保

相

会

色

社

キ
(F4
ヨ

- 2 3 -



科 日 予 算  額 前年度予算額 増   減
一般 会 計 糧箭塞欝 備   考

福利厚生費 20000 20000 0 16200
暇 員 の レク リエ ー シ ョン等 の厚
々襲 国 磨 弔奎 奪 印

旅費交通費 140000 100000 40000 113400 26600 姿譜響F撮め2長霜現
する旅費

通信通槻費 280000 280000 0 226800 53200 電話料金 郵使tl金 資料と付費等

↑器備品費 140000 130000 10000 113400 26600
石 形 固 定 貞 広 に 計 上 ご イLな い 4

編↑器の購入脅

リース料 60000 80000 △ 20000 48600 11400 l■器摘品のリース料

準lt品費 40000 0 32400 7600 事務用品等日常的な消耗品の購入黄

修結資 60000 611000 0 48600 11400
法人会輝 試 偏争の石形固定負
産の修縛書 (輩本的支出を除 く,

印刷製本費 300000 300000 0 243000 57000
案内な バ ンフレッ ト 資 料
対衛等のEB励書

燃料費 20000 20000 0 16200 車両等のガソリン代

光熱水道東 100000 100000 0 81000 19000 電気 ガス 水道料金 冷暖房費

地代 204000 204000 0 165240 38760 松戸法人会館借地料

会館維持管理費 140000 140000 0 113400 26600 松戸法人会館警備保障費 清掃料等

保険料 40000 40000 0 32400 松戸法人会館火災保険料等

紅税公課 100000 100000 9 81000 19000
(人HJ枯  固 定貫産税  自 動車
i等の納付額

支払手数料 20000 20000 0 16200
立
ヨ

t料 司 法 膏士 へ の夏 払

新聞図書費 10000 10000 0 8100
新

入 用

参考言  そ の他普簿の据

計 6794000 67941100 0 5693140 1 100860

(3)法 人税等5当 支出

法人税等引当支出 0 0 0 0

【事業活動支出計】 64 198560 67440800 △ 3242240 55032960 9165600

【事業活動収支差額〕 81029 △ 4699500 4780529 △ 2920571 3001600

I 投 資活動収支の部

1 投 資活動収入

(1)特 定資産取崩収入

支部活動引当資産取崩収入 2200000 0 2200000 2200000

【投資活動収入計】 2200000 0 2200000 220o000

2 投 資活動支出

〈1)特 定資産取得支出

周年行事引当資産取得支出 1000000 1009000 0 1000000 周年行尊1当特定資産として積立てる

激価償却引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000 開価償却引当特定預産として積立てる

退職給付引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000 退職終与引当特定資産として積立てる

事業所建設引当資産取得支出 0 0 0 0 事業所建謝 当特定墳産として椋立てる

支部活動引当資産取得支山 0 0 0 0 支部活動引当特定資産として積立てる

〈2)固 定資産取得支出

十器備品船入支出 0 0 0 0
l■器備品 (30万円以上)の 取得
に要する費用

【投資活動支出計】 3000000 3000000 0 3000000

【投資活動収支差額】 △ 800000 △ 3000000 2200000 Z1800000

ll 予備費支出

予備費支出 1000000 1000000 0 1000000

当期収支差額 △ 1718971 △ 8699500 6980529 △ 4720571 3001609

前期繰越収支差額 21352619 25863080 △ 4210461 21352619 0

次期繰越収支差額 19633648 16863580 2770068 16632048 3001600
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第 5号 議案

任期満了に伴 う役員改選承認の件
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